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第１回会議：平成２８年１月２５日開催
協議事項

• モデル・コア・カリキュラム改訂に向けた方向
性について
企画提案書の説明

前回の改訂について

• 今後の進め方について

改訂の基本方針について
改訂の日程、役割分担

意見調査（アンケート）
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企画提案書
歯学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂に係ること

• モデル・コア・カリキュラムの改訂作業にあたり、国内ならびに国外のカリキュラム
の実情を調査し課題の抽出と分析を行い、国際的な歯学教育水準と乖離のない
こと、併せて国内の各大学の意見反映や社会的ニーズも念頭に置き、これまで
の改訂に関する検討も踏まえて、改訂素案の作成を行う。

• 平成２１年１月「歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議 第１次報
告～確かな臨床能力を備えた歯科医師養成方策～」の内容と平成２３年３月に
改訂された歯学教育モデル・コア・カリキュラムについて、その検証結果を踏まえ
て改訂作業を進める。改訂ないしは検討すべき検証事項としては、下記の２つの
観点が挙げられる。

• ①診療参加型臨床実習の体系的・段階的な実施
「臨床実習開始前までに習得すべき知識・技能」の示し方を見直す。
臨床実習の到達目標について見直し、診療参加型を考慮に入れた臨床実習の充

実を図る。
• ②多様な歯科医療のニーズ等に対応できる歯科医師の養成
・在宅歯科医療、地域包括ケアの構築、多種職連携によるチーム医療、健康長寿社

会など、多様な歯科医療ニーズ等に対応できる歯科医師の養成が必要である。従っ
て、口腔と全身との関わりや高齢者、全身疾患を有する者等への対応、歯科法医学、
予防歯学、社会医学など今後の歯学教育を取り巻く環境の変化を見据えて、医学・
医療との連携を含めた幅広い歯学教育の在り方について検討する。

・歯学教育全体を通して、学生が主体的に考える力を育成する課題発見・問題解
決型の学習を充実する。
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近年～昨今の医学に関する論点
文部科学省より当日追加提示

• 倫理と医療安全

• 公衆衛生と社会保障（医療制度）

• 実践的な臨床能力と医学知識

社会からの要望の大きさに伴う教育の質の保証・標準化

個別の項目については１増・１減を原則として、総論の充実や
各分野の自主的な共同作業を促す
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平成22 年度改訂版における方針（１）

（１）歯科医師として必要な臨床能力の確保

（２）優れた歯科医師を養成する体系的な歯学
教育の実施

（３）未来の歯科医療を拓く研究者の養成

平成２０年度に文部科学省主催で開催された「歯学教育の改善・充実に関
する調査研究協力者会議」（江藤一洋座長）にて提言
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平成22 年度改訂版における方針（２）

• 前頁の３つの方針に加えて、

（４）多様な社会的ニーズへの対応として、 緊急性が高く、歯科
の関与により社会への貢献が大きいと考えられる以下の内容
について、

①歯科医師として普遍的に求められる資質

② 医療安全（患者および医療従事者の安全性確保）

③ 患者中心のチーム医療（医療分野における多職種連携）

全体の量的抑制に留意しつつ、可能な範囲で改訂した。学生
が卒業時までに習得して身につけておくべき実践的能力
（competences）を「到達目標」として、客観的に評価できるよう、
可能な限り具体的かつ明確に示した。
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今後の進め方について

（１）改訂の基本方針について

（２）改訂の日程、役割分担

（３）意見調査（アンケート）
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（１）改訂の基本方針について

①診療参加型臨床実習の体系的・段階的な実施

②多様な歯科医療のニーズ等に対応できる歯科医師
の養成

歯学教育の質向上のための施策の方向性

（平成２４年１２月歯学教育の改善・充実に関する調

査研究協力者会議まとめ）

これに基づいて、

また本日の合同会議の議論を踏まえて進めていく。

9

10



11

（２）改訂の日程、役割分担
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（３）歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に
かかわる意見調査の依頼（アンケート）

• 共用試験実施機構歯学系ＣＢＴ，ＯＳＣＥ委員

• 日本歯科医学会（専門分科会、認定分科会）

• 各歯科大学・大学歯学部
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改訂のキャッチフレーズは？

• 多様な歯科医療のニーズ等に対応できる歯
科医師の養成

在宅歯科医療、地域包括ケアの構築、多種職連携による

チーム医療、健康長寿社会など、多様な歯科医療ニーズ等に
対応できる歯科医師の養成
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本日特にご議論いただきたい事項
（１）

（全体的な事項）
１．用語整理について （コアカリ、歯科医師国家試験、歯科研

修医到達目標との整合性）

２．歯科医師国家試験出題基準とのすりあわせ

３．多職種連携、地域包括ケアシステム、在宅医療等医学・歯

学のすりあわせ （医学と共通）

４．前回改訂後からの歯学や制度の変化を踏まえた修正すべき

事項の検討

５．グローバルスタンダードへの対応について（コンピテンシー

ベースについて）（医学と共通）
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本日特にご議論いただきたい事項
（２）

（個別の事項）
６．臨床実習内容（現行歯学ｺｱｶﾘP47）について（診療参加型臨床実

習の実態にあわせた水準に変更が必要）

７．多職種連携の取組の強化（周術期口腔機能管理も含めた医療

機関連携について）

８．地域包括ケアシステムの構築、在宅歯科医療の充実

９．全身疾患と歯科治療、口腔状態の関連について

１０．歯科法医学（災害に関連して）

１１．準備教育に国際社会に対応できる人材育成に関する取組につ

いて（英語＋α）（薬学ｺｱｶﾘ、準備教育ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに「薬学の基礎と

しての英語」が記載） （医学と共通）
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本日特にご議論いただきたい事項
（３）

１２．臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた、技能教育に
関する到達目標について
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